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であり続けている。本博士論文(以下「本稿」という)は、 15 年戦争 (theAsia-Pacific 
War) における日本の行動とそれによって生じた被害を明らかにしたり、その責任を追及
したりする活動を行っている 5 つの「進歩的な市民団体J (progressive civil society 














の戦争責任資料センターJ (jWRC) 、「子どもと教科書全国ネット 21J (CTjN2 1)、 r~戦争と
女性への暴力』日本ネットワーク J (VAWW. NET japan) 、「アクティブ・ミュージアム:女
















第 5 章・第 6 章・第 7 章は、本稿の中心をなす部分である。この 3 つの章のいずれにお




















































稿の論文審査については、本研究科の 2 名の専任教員と 1 名の英国人教員が審査委員を務
めたが、口述試験後の、成績評価を決定するための協議において、その英国人審査委員は、
本稿が、英国の主要大学に提出された政治学・日本研究の博士論文として最高水準にある
ものとの見解を表明している。
以上により、本論文を博士(法学)の学位を授与するに値するものと認める。
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